
令和６年度 学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

学力向上推進員 委員 校長：横田正紀 教頭：三原 泉 教務主任：中島佑樹 校長

自分の考えをもち、書く力や伝え合う力を 特別支援コーディネーター：川野 晃代

身につけ、粘り強く学ぶ子どもの育成 １年担任（下学年担当）西條敦子

西條 敦子 ４年担任（上学年担当）平尾智美 横田正紀

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

管理職による授業参観や教員からの報告等、様々な機会を捉え、取組状況の把握を行う。
（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○知識技能の習得のため、根気強く素 ・自分の力を高めようと繰り返し学習し、 ・チャレンジタイム時に漢字・計算テストを ・漢字や計算テストは教科の学習 ・学習後にまちがえたところをきちんと ・力がついてきた児童が多いなか、テ
直に取り組む児童が多い。 苦手な課題にも根気強く挑戦すること 計画的に行う。 時間に実施し、チャレンジタイム 直したり、タブレットを積極的に活用し ストで低い点数になってしまう児童

●漢字の書きとりや計算技術といった ができる。 ・ＩＣＴのソフトやデジタル教科書、タブレット ではプリントやワークなどの直し て学習したりできた。 も少なからずいる。学力の違いにど
基礎的・基本的な知識・技能の習得 ・単元末のテストで、８割程度の児童が、 を効果的に活用するなどして、個別最適 を確実に実施する。 ・下学年では、これまでテストで低い点 う対応していくか考える。
が十分でない児童もいる。 上学年は７０点以上、下学年は８０点以 な学習を保障する。 数しかとれなかった児童の点数が上 ・「コグトレ」や「キュビナ」などを活用

上の点数をとることができる。 がってきた。高学年では、算数の単元 したタブレットでの個別最適な学習
末のテストで、８割程度の児童が７０ が、児童の力を育んでいる。来年度
点以上とることができた。 も、積極的に活用できるようにする。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○自分の考えをもち、表現しようとする ・振り返りの際に学んだことをまとめて感 ・振り返りの際に、書き出しの文、語尾、キ ・メタモジのふせん機能やマイン ・学んだことをまとめ、感想を書く学習を ・より詳しく自分の考えを書くことがで
意欲が見られる。 想を書いたり、作文学習の際に、体験 ーワードや字数を指定し、表現力を高め ドマップの手法は、作文単元な 積み重ねることができたが、短文での きるようにするため、気持ちや様子

●自分の考えを書いたり、文章を読み についてわかりやすくまとめて考えを書 るようにする。 ど学習の機会が限られるため、 表現が多い。 を表す言葉などを学ぶ学習をし、語
取って要点をまとめたりすることが苦 いたりできる。 ・メタモジのふせん(メモ)機能やマインドマッ 機会を捉えて取り組む。 ・友達の意見をよい態度で聞くことがで 彙を増やす。また、つなぎ言葉を用
手な児童がいる。 ・友達の意見を聞き、自分と比べて考え プの手法を用いて、詳しく書いたり思考を きたが、様々な意見を活用して発展さ いて、自分の考えを長い文章で表

を広げ、伝え合うことができる。 整理するための材料を集めるようにする。 せていくことはまだできていない。 現できるようにする。
・児童同士が話し合い答えを導き出
すディベートなどの機会をもつ。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○学習に興味・関心を示し、意欲的に ・自分の意思で選んだり決めたりして意 ・課題を終えた児童に、その頑張りを認め ・キュビナを活用し、正答率や達 ・意欲をもって、自分で決めたり表現し ・意欲的に取り組めない児童には、
課題に取り組む児童が多い。 欲的に取り組み、最後までやり抜くこと る声かけをし、達成感や自己有用感を味 成度を可視化し、学習に対する たりできる児童が増えてきたが、まだ 担任が その児童に合わせて取り

●苦手なことや難しいと感じる学習内 ができる。 わえるようにする。 意欲を高める。 それらのことが苦手な児童も多い。 組む問題 数を少なくしたり助言した
容には、意欲的に取り組めない児童 ・難しくてもあきらめず、教師の話や友達 ・スモールステップを意識したわかる授業を ・難しくてもあきらめることなく問題を解 りし、達成 感と自己肯定感を味わわ
もいる。 の発表をよく聞いて、粘り強く取り組む 心がけ、学習のゴールへの見通しをもた こうとする姿勢が見られ、テストでは空 せる。

ことができる。 せて、取り組む意欲がもてるようにする。 欄を残したまま提出する児童が少なく ・「キュビナ」の使い方を校内で統一
なった。 し、苦手な学習内容にも根気強く取

り組む態度を育む。
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